
- 1 -

元気元気元気元気がいちばんがいちばんがいちばんがいちばん！！！！(>_<)
平成２６年１２月１７日（水） 文責 ：田村市立滝根中学校 養護教諭 荻野浩子

◆この冬！心配な感染症◆
今年も感染症の流行が心配な季節になりました。

実際に滝根町でもインフウエンザなどで苦しんでい

る人がいます。高熱や関節痛、咳やくしゃみ、その症

状は本当につらく、苦しいですから、十分に気をつ

けてくださいね。大事なのは 「 みんなで予防するこ

と」「うつらない・うつさない」ことです。

感染症と言えば､この冬は「 RS ウイルス感染症」

「溶連菌感染症」も流行しているようですし「感染性

胃腸炎」にも気をつけなければいけません。

まずは 『手洗い・うがい・マスク』を実践しましょう。
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◯ RS ウイルス感染症

RS ウイルスによる乳幼児の代表的な呼吸器感染症です。冬季に流行し乳児の半数

以上が１歳までに、ほぼ１００％が２歳までに感染し、その後も一生再感染を繰り返しま

すので、中学生では罹患（かからない）しないとは言い切れません。

◯溶連菌感染症

A 群β溶血性連鎖球菌に感染することを意味します。体の抵抗力や免疫力が低下

している人も感染します。高熱が出て､のどが痛み、舌に真っ赤なプツプツが現れるの

が特徴です。くしゃみや咳などの飛沫感染によって流行拡大します。

しっかりごはんを食べる、よく眠る、寒くしないなど免疫力を高める生活をしましょう。元

気のためですから、何事も面倒くさがらず、お部屋の湿度を保つ、空気の入れ換えをする、

不要・不急の外出は控えるなど、いつも言われていることを実践しましょう。

調子が悪いときはムリをしてはいけません。高熱があるときは病院で診察を受けてくだ

さい。安静にして水分を補給してください。本当にみなさんの『元気がいちばん！」です。


